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研究成果の概要（和文）：研究開始当初は、入力解答を模範解答と比較し、正確性を測るために再現率と精度という２
つの指標を用いることを考えていた。しかしながら、その後、含意関係認識という文法に基づく正統的な自然言語処理
技術の利用が有望であることがわかり、国立情報学研究所のメンバーから知見を得ながら研究を進めた。成果は以下の
通り：
１．小論文の採点・評価について、我々の実証実験をもとに、日本テスト学会第10回大会で発表した。２．エッセイ／
作文テストにおけるコンピュータ利用と自動採点について、公開シンポジウムで講演し、広く活動を紹介した。３．自
動採点に向けた統計処理技術の方法について研究を行い、有名雑誌等に多くの論文を掲載した。

研究成果の概要（英文）：At the beginning of our research, we were planning to use two indices of recall an
d precision in order to measure a similarity between an input answer and the model answer. After that, it 
turned out that use of the textual entailment recognition based on the legitimate natural-language-process
ing technology is promising. Our research was advanced, acquiring knowledge from the member of National In
stitute of Informatics. Main results are follows:
(1) Evaluating or grading essays based on our actual proof experiment was announced at the 10th Japanese T
est society convention. (2) About the computer use and automatic grading in an essay or composition test, 
a lecture was given at open symposium to introduce our activity widely. (3) The method of the statistical 
technology towards automatic grading was developed, and many papers were published in famous journals.
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１．研究開始当初の背景 
アメリカでは教育関係者のみならず一般
においても主観が入るエッセイ試験におい
ては、コンピュータによる評価採点の考えが
受け入れられるようになってきた。実際、ア
メリカのビジネススクール入学のための共
通テストである GMAT における作文（エッ
セイ）テストでは、1998 年より e-rater が、
2006年よりは IntelliMetricが採点を行なっ
ている。他にも商用のシステムとして、PEG
（Project Essay Grade）や IEA（Intelligent 
Essay Assessor）があり利用に供されている。
我が国においても、本研究代表者のグループ
が日本語で始めての小論文自動採点システ
ム Jess （Ishioka, 2006）を開発し、実用化
に向けた研究を進めている。 
ところが、質問の回答を１文あるいは２文
で返す、いわゆる短答式記述(short-answer)
テスト（以下、短答式テストと略記する）を
コンピュータで行なうことについては、その
重要性は認められているものの技術的にさ
まざまな課題が未解決のままである。 

 
２．研究の目的 
我 が 国 で 初 め て の 短 答 式 記 述

(short-answer)テストをコンピュータで自動
採点を行なうシステムを構築することを最
終目標とし、そのための要素技術を確立する。
短答式テストは多肢選択テストに比べ、以下
の点が優れていると考えられており、採点の
ための技術的な課題が克服されてさえいれ
ば、短答式テストを使う潜在的な需要は計り
しれない。 
(1) 短答式テストの方がより真正(authentic)
で信頼できると広く考えられている。実際、
現実世界における質問応答は、多肢選択では
なく、短答式テストに近い。 
(2) 経済性。高品質な多肢選択問題を作成す
ることは、通常、コストと手間がかかる。 
(3) 多肢選択テストはテスト戦略を立てやす
く、学生の問題についての理解を正しく評価
することが難しい。また当て推量（まぐれ当
たり）による効果も無視できない。これが
実現すれば、マークシートによらない試
験問題の出題の可能性が大きく広がる。 
 
３．研究の方法 
(1) アルゴリズムの検討 
 我々が取るアプローチは、解答した答えを
アンサーキーと比較するものである。アンサ
ーキーは1つの質問に対して、1つ以上の正解
からなるもので、予め試験問題作成者が用意
しておく。正確性を測るために２つの指標を
考える。最初の指標はアンサーキーと解答文
との単語の重複に基づいたもの、すなわち再
現率である。もう一つの指標は精度である。
これは、いわば解答におけるゴミの少なさを
示す指標で、解答文とアンサーキーとの単語
の重複数を解答文の単語数で割る。一般に精
度と再現率の間には、（一方を高くすれば他

方が低くなるという）トレードオフの関係が
あるから、ある一定の再現率のもとで、ある
閾値を超えた精度のものを正解と判定するこ
とになる。そこで我々は、正解を判定するた
めの再現率－精度曲線を求め、これを用いて
正解／不正解を判定することを考えている。
今年度はそのためのこの閾値の洗い出しにつ
いての検討を行う。 
(2) マシン環境の整備 
 LAN上でWebブラウザによってシステムが実
行できるように、Webサーバーを設置する。可
能ならば、今年度に実運用を行い、その問題
点を洗い出すとともに、不備について改良を
おこなう。 
(3) Rによる言語処理ライブラリの一部作成 
 Rでは自然言語を取り扱うためのパッケー
ジLanguageRの他、日本語処理においても形態
素解析RMeCab (Rで動作するMeCab)や構文解
析RCaboCha (Rで動作するCaboCha)を利用す
ることができる。またNグラムなどの計量言語
学で用いられる各種統計量を計算するための
パッケージ群も同時に提供され、現在も精力
的にバージョンアップが重ねられている。本
システムでもこれらライブラリの積極的な利
用を前提とするが、不足するものについては
自作する。 
 
４．研究成果 
研究開始当時は、解答した答えをアンサー
キーと比較し、正確性を測るために再現率と
精度という２つの指標を設定することを考
えていた。しかしながら、その後、含意関係
認識という文法に基づく正統的な自然言語
処理技術の利用が有望であることがわかり、
国立情報学研究所のメンバーから知見を得
ながら研究を進めた。成果は以下の通り： 
(1) 小論文の採点・評価について、2012 年度
末、モニター調査で行った実証実験をもとに、
その成果を日本テスト学会 第 10回大会で発
表した。石岡・荒井・大久保論文は従来型の
800 字の小論文についてであり、荒井・大久
保・石岡・宮埜論文はそれより短い 400 字の
論述テスト２題についての評価を行った。報
告書「日本語小論文試験についての実証的研
究」を作成し、文科省、他関連区に配布した。
2014 年度にも評価視点を被験者に示した上
での小論文実験を実施した。 
(2) エッセイおよび作文テストにおけるコ
ンピュータ利用と自動採点について、日本テ
スト学会 第 10 回大会 公開シンポジウムで
講演を行い、広く活動を紹介した。また，国
立情報学研究所が中心となり，いま人工知能
の分野で耳目を集めている「ロボットは東大
に入れるか」プロジェクトにおいても，研究
代表者が小論文の自動採点について講演を
行った。 
(3)自動採点に向けた統計処理技術の方法に
ついて研究を行い、共同研究者（長塚）が有
名 雑 誌 の 一 つ で あ る Computational 
Statistics and Data Analysis 誌らに多くの



論文を掲載した。 
(4)短答式記述試験の自動採点については，
そもそも課題が困難であることに加え，当該
技術分野の世界的技術の進展が停滞したこ
ともあり，当初の目標を十分に達成したとは
いえないが，現在、短答式試験におけるコン
ピュータ・ベースド・テスティングのシステ
ムを，同僚である大久保博士を中心にホワイ
トリスト形式で試作中である。 
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